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有事法制や年金問題をめぐって国会情勢は重大な局面を迎えています。同時に目

前に迫った参議院選挙を意識しつつ、自民、民主、公明の各党や財界は憲法改悪に

向けた動きを一気に強めようとしています。当面の課題と結びつけて憲法改悪に反

対する学習会や小集会を広げつつ、共同を広げていくことがますます急務です。 
                     

６月には一斉に改憲要綱 

 参院選と前後して、自民、公明、民

主の改憲論議はますますエスカレート

しようとしています。各党の今後の日

程と論議の方向は次のとおりです。 
 【自民党】 4月 15日に発表した素
案にもとづき、６月には「憲法改正案

要綱」(草案のたたき台としての論点整
理)をまとめ、参院選後に具体的な改憲
案作成に着手します。2005年の党大会
で自民党としての「憲法改正案」を発

表する予定。 
これと平行して憲法改正国民投票法

案と改憲発議のための国会法「改正」

をめざして 公明党との協議をすすめ

ています。国会法「改正」案では、改

憲の発議権をもつ「憲法委員会」を衆

参両院の常任委員会として設置するこ

とや、改憲案の提出には衆院百人以上、

参院五十人以上を要件とするなどの要

綱案をまとめています。 
【民主】 ６月に憲法提案(改正案の
草案)中間報告をおこない、今年中にそ
のとりまとめを行ったのち改憲案作成

の作業に着手し、2006年に民主党憲法
改正案をまとめるとしています。新代

表に就任した岡田克也氏は、５月３日

の読売新聞「憲法改正試案」について、

「大量破壊兵器の製造、保有、使用を

禁じることを明記することを明記する

改正案は、日本が誇るべき、他国にな

い一歩踏み込んだ提言」などと見当違

いの評価をおこなっています(核兵器
など残虐兵器の禁止を規定した憲法は

世界に少なくなく、戦力を放棄した日

本国憲法９条こそが「他国にない」誇

るべきもの)。また、「武力行使を伴う

学習広げ、草の根からの共同を 



活動は当面、国連決議に基づく活動に

限定すべきではないか」と、「当面」国

連の名による海外派兵を容認する考え

です。 
【公明】 ６月に改憲問題について

の「論点整理」をおこない、11月の党
大会で意見集約をおこなうことになっ

ています。しかし、５月３日の街頭演

説で神崎代表は、「(自衛隊を)危険な
所に行かせないという考えは、もはや

世界に通用しない。平和を創造し、構

築するために不断の努力をしないと平

和は守れない。国際貢献をさらに行う

ための安全保障の視点に立って、議論

を行いたい」と語りました。党内では、

「太田昭宏幹事長代行らが憲法第九条

に第三項を追加し、自衛隊の存在を明

記する案を検討している」といいます

(読売５月４日)。すでに大きな流れが
つくりだされています。 

 
財界も本格的な策動強める 
日本経団連は５月 27 日に開く総会

で、憲法問題の委員会を設置すること

にしています。４月 26 日の記者会見
で奥田碩会長が明らかにしたもので、

憲法問題についての提言をまとめるこ

とにしています。これまで、経団連は

「憲法問題は、財界の中でも意見が分

かれる」(事務局幹部)として、組織と
しての発言や動きはおこなってきませ

んでしたが、今回はこれを踏み越えよ

うというもの。 
なお、経済同友会は、すでに昨年４

月、「早急に憲法を改正すべき」との意

見書をまとめています。また、日本商

工会議所の山口信夫会頭も４月 15 日

の記者会見で、「憲法９条の問題など

をはっきりさせる必要がある」と改憲

に向けた意見書をまとめることを明ら

かにしています。 
 

イラク問題テーマに憲法集会 
 【和歌山】５月 15日、「５月の風に
We love憲法」という憲法を守る集い
を開き、350 人が参加しました。憲法
会議、革新懇など多数の団体と 16 人
の個人による実行委員会の主催。 
地元合唱団による創作曲「５月の風」

の合唱で始まり、野間友一議長が開会

あいさつ。つづいてフリージャーナリ

ストの久保田弘信氏がイラクのなまな

ましい写真を紹介しながら現地レポー

トをおこないました。閉会後、参加者

は和歌山駅までデモ行進しました。 

学習・宣伝資材活用を 
各地で憲法問題の学習会、小集会が

急速に広がっています。憲法会議発行

の学習・宣伝資材を積極的にご活用下

さい(いずれも多数部割引あり、〒別)。 
◇九条ポスター…「憲法９条を守り

ましょう」のタイトルに、９条の条文

が鮮やかにうかびあがっています。

(B3判カラー、80円) 
 ◇ブックレット『憲法「改正」だれ

のため？なかのため？』(自由法曹団共
編、学習の友社、500円)…分かりやす
い解説と一問一答で問題の焦点を解明。 
 ◇ミニパンフ『憲法改悪に反対し、

九条を守りましょう』…問答方式で憲

法改悪がどのような理由をもちだし、

なにをねらっているかを解説。(A５判
８頁、オールカラー、30円) 


